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筑
波
大
学　

哲
学
・
思
想
学
会
規
約
（
平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
改
正
）

　
　
名
　
称

第
一
条　

本
会
は
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会
と
称
す
る
。

　
　
目
　
的

第
二
条　

	

本
会
は
哲
学
、
倫
理
学
、
宗
教
学
、
比
較
思
想
学
、
現
代
思
想
学
等

広
く
哲
学
・
思
想
に
関
わ
る
学
問
諸
領
域
の
研
究
お
よ
び
そ
の
普
及

を
も
っ
て
目
的
と
す
る
。

　
　
事
　
業

第
三
条　

本
会
は
左
記
の
事
業
を
行
う
。

　
　
　
　

一
、	

研
究
会
の
開
催　

二
、
講
演
会
の
開
催　

三
、
機
関
誌
『
哲
学
・

思
想
論
叢
』
の
発
行　

四
、
そ
の
他

　
　
事
務
局

第
四
条　

	

本
会
の
事
務
局
は
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
哲
学
・

思
想
専
攻
内
に
置
く

　
　
会
　
員

第
五
条　

左
記
の
者
を
会
員
と
す
る
。

　
　
　
　

一
、	

東
京
高
等
師
範
学
校
、
東
京
文
理
科
大
学
、
東
京
教
育
大
学
、

筑
波
大
学
の
教
官
、
教
官
で
あ
っ
た
者
、
卒
業
生
で
入
会
を
希

望
す
る
者
。

　
　
　
　

二
、
筑
波
大
学
の
大
学
院
生
で
入
会
を
希
望
す
る
者
。

　
　
　
　

三
、	

そ
の
他
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
入
会
を
希
望
す
る
者
で
評
議
員

会
の
承
認
を
え
た
者
。

第
五
条
の
二　

	

左
記
の
者
を
も
っ
て
準
会
員
と
す
る
。
準
会
員
は
議
決
権
を
も

た
ず
、
左
記
の
権
利
の
み
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

一
、	

団
体
会
員
、
本
会
に
同
体
と
し
て
入
会
を
希
望
す
る
者
で
、
評

議
員
会
の
承
認
を
え
た
者
、
団
体
会
員
は
機
関
誌
の
配
布
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

二
、	

学
生
会
員
、
筑
波
大
学
の
学
群
学
生
で
入
会
を
希
望
す
る
者
、

学
生
会
員
は
機
関
誌
の
配
布
を
受
け
、
ま
た
大
会
等
に
出
席
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条　

	

会
員
は
会
費
一
年
額
四
千
円
、（
六
十
三
年
度
分
ま
で
は
三
千
円
）

を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
二　

準
会
員
は
左
記
の
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

一
、
団
体
会
員　

年
額
五
千
円

　
　
　
　

二
、
学
生
会
員　

年
額
千
円

第
七
条　

本
会
は
総
会
の
推
薦
に
よ
り
終
身
会
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
役
　
員

第
八
条　

本
会
に
左
記
の
役
員
を
置
き
会
の
運
営
に
当
た
る
。

　
　
　
　

一
、
会
長
（
一
名
）
評
議
員
の
互
選
に
よ
る
。
任
期
二
年
。

　
　
　
　

二
、	

評
議
員
（
二
十
名
）
う
ち
十
五
名
は
会
員
の
互
選
に
よ
り
、

残
り
の
五
名
は
会
長
の
推
薦
に
よ
る
。
任
期
二
年
。

　
　
　
　

三
、	

事
務
局
代
表
（
二
名
）
評
議
員
会
に
お
い
て
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

任
期
二
年
。

　
　
　
　

四
、
幹
事
（
若
干
名
）
評
議
員
会
に
お
い
て
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　
　
　

五
、	

会
計
監
査
（
二
名
）
総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
選
出
す
る
。
任
期

二
年
。

　
　
　
　

六
、	

編
集
委
員
（
若
干
名
）
評
議
員
会
に
お
い
て
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

任
期
二
年
。

　
　
総
　
会

第
九
条　

	

本
会
は
毎
年
一
回
総
会
を
開
く
も
の
と
す
る
。
但
し
、
必
要
あ
る
場

合
に
は
臨
時
総
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
付
　
則

第
十
条　

本
会
規
約
の
改
正
変
更
は
総
会
の
決
議
に
よ
る
。

以　

上



『
哲
学
・
思
想
論
叢
』
論
文
執
筆
規
定

一	　
（
執
筆
資
格
）　

本
学
会
員
で
当
該
年
次
ま
で
（
当
該
年
次
分
を
含
む
）
の

学
会
費
を
完
納
し
て
い
る
者
に
限
る
。
場
合
に
よ
り
編
集
委
員
会
か
ら
依
頼

す
る
こ
と
が
あ
る
。

二　
（
内
容
）　

未
発
表
の
学
術
論
文
・
レ
ヴ
ュ
ー
論
文
・
書
評
論
文
。

三	　
（
審
査
）　

編
集
委
員
会
で
審
査
す
る
。
不
採
用
の
も
の
に
つ
い
て
は
連
絡

す
る
。

四	　
（
論
文
の
提
出
お
よ
び
返
却
）　

正
一
部
、
副
二
部
（
副
二
部
は
コ
ピ
ー
で

も
可
）。
清
書
の
こ
と
。
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
は
、
あ
わ
せ
て
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
を
提
出
の
こ
と
。
提
出
は
簡
易
書
留
に
て
締
切
日
（
郵
便
消
印
有
効
）
を

厳
守
の
こ
と
。
提
出
論
文
は
一
切
返
却
し
な
い
。

五　
（
論
文
の
体
裁
等
）

　

１　

	

ワ
ー
プ
ロ
…
字
数
（
註
を
含
む
）
は
、
和
文
の
場
合
、
一
万
六
千
字
以

内
（
厳
守
）。
欧
文
タ
イ
ト
ル
を
付
け
る
。
欧
文
の
場
合
、
六
千
語
以

内
（
厳
守
）。
書
式
は
、
縦
書
き
、
横
書
き
の
い
ず
れ
も
可
。
印
刷
は
、

Ａ
４
判
用
紙
を
使
用
。（
た
だ
し
、
縦
書
き
の
場
合
、
用
紙
は
横
置
き
、

横
書
き
の
場
合
、
用
紙
は
縦
置
き
で
印
刷
の
こ
と
）。

　

２　

	

和
文
（
手
書
き
の
場
合
）
…
四
百
字
×
四
十
枚
以
内
（
注
を
含
む
）厳
守
。

引
用
の
欧
文
は
一
ま
す
に
二
字
で
記
入
す
る
。
用
紙
は
、
原
則
と
し
て

縦
書
き
Ｂ
４
判
四
百
字
・
Ｂ
５
判
四
百
字
・
Ｂ
５
判
二
百
字
詰
の
内
ど

れ
か
を
使
用
す
る
。
欧
文
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
。

　

３　

	

執
筆
言
語
が
母
語
で
な
い
場
合
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
る
こ
と
。

六　
（
稿
料
）　

支
払
わ
な
い
。

七　
（
抜
刷
）　

希
望
者
実
費
負
担
（
三
十
部
に
限
る
）

八	　
（
執
筆
者
負
担
）　

特
殊
製
版
（
図
版
・
写
真
版
等
）・
特
殊
活
字
（
ギ
リ

シ
ア
文
字
・
ロ
シ
ア
文
字
等
）・
横
組
み
・
組
か
え
等
の
特
別
費
用
は
執
筆

者
が
負
担
す
る
。

九	　
（
校
正
）　

再
校
ま
で
は
必
ず
行
う
。
そ
れ
以
後
は
時
間
的
余
裕
が
あ
る
限

り
行
う
。

十	　
（
付
則
）　

掲
載
の
論
文
等
は
、
筑
波
大
学
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
登
録

さ
れ
る
。

哲
学
・
思
想
論
叢
　
第
三
十
九
号

令
和
三
年
一
月
三
十
一
日
発
行　

会
員
配
布

　

編
集
兼

発
行
人　

筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会

　
　
編
集
委
員	

五
十
嵐　

沙
千
子

	

木　

村　

武　

史

	

千　

葉　
　
　

建

	

橋　

本　

康　

二

	

檜　

垣　

良　

成

	

吉　

水　

千
鶴
子
（
編
集
委
員
長
）

	

　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

　
　
事
務
局
代
表	

檜　

垣　

良　

成

	

保　

呂　

篤　

彦

	

　
　
　
　
　
（
正
副
の
順
）

　
　
印　

刷	

茨
城
県
水
戸
市
松
が
丘
二
―
三
―
二
三

	

　
　
　

佐
藤
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
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〇
二
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二
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二
一
二
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学
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。
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三
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